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中部千島温爾古丹島植物 日誌

温耐古丹島は舘脇操氏著 「千島脱詰」に

よれば、千島列島奉牟占チ1‐島の引L北束の存

牟古丹海峡約 8マ イルの ところにある。l菊

南西 より北北東延びその長さ約42.5km、北

部合長の半ば、巾約7.4kmであるが、高部は

直径16。5kmの111形状 をしている。地形は山

岳購屈 しその内に顕者な 1つの高午がある。

南部にあるのを黒石山と去い、その高さは

1328mの |工]鉾状の火山にして用llllに60()nl～

温 根 古 丹 島 ( を ん ね こ た ん ) 丁 れの 大1 夫は慨 しご1 人H 古ブ) | | 力f 少, ,ヽ 1 1 とあ と 舛 こそノ) , ン) 亨好| まi 農十F てま′る. 1 に, ル拓を悩 ませ るノ) もこ

の霧である.や 14汗の1打か r,本州の 末lrを,た,て北流す る1神‖と、北の 方ベー |ン グブ)寒iケか ',11f卜する寒高tとか 杜呂ウす)北千1うンヽの航i毎中 も

'台ビ例iうのな を見すに過 きて 下うこ とは怖ではない ′けiす(|ま打 |二|イ|さされた品1付t riⅢ川iうである!林 庄尚i研|!近くす貰十「を'こる、1令然たる!ル′トノ)色で

あるぅ 気 111は1卜愛H「11でも中!氏7()i"||に ヤ|るこ と|す始 をみにヽ hil【1()と 勿 論人気を夕Z 要ヽ と十る  (ィナ|卜際 分 li F11)

ホL幌市 吉 野 博 吉

900mの外輪山をめぐらし、中に幽TllJ湖とい

うひとつの湖がある。(海面上約381m)。北

部には根茂山 (標高1,019m)の大山があり、

その北方に蓬束湖がある。海岸の多くは幌

岩崎立し、わずかに砂浜が交 じっている。

東岸に黒石湾、北西岸に根茂湾がある。共

に湾形開胴好錨地である。(多少現代文に直

した。)(写 真 。図-1)
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私は194 5年 (昭本日19年)6月 に引L方警備

のため兵隊 としてこの島に 11陸した。島に

iとって私の眺めた景観は、まさに前述の と

お りで、北方には黒石山が幽仙湖 と去う湖

水の中央に告え立っている。湖は二毛式火

山湖で火H壁 の外輪山は、400m～ 5001nの

1ユ角的急断岸の島内では最 も美 しい眺めで、

他の島では兄られない光景である。南方に

は根茂山があって南北に相対 している。(表―

2)

今い1の調査は、学術的な植物の調査が日

的ではな く、大隊本部 より命令で食ナilに出i

来る野中を調べて乾燥貯蔵 して冬に備える

準備するためであった。

程、はその頃、高||1本直物の知識を多少持 っ

ていたが、 ‐般の山野 中については令 くと

去って もいいほ どに拍1識がな く、内心困っ

たとだ、ったが、″じヽ】蔵強 くこれ もお円のため

とり1受けた次第である。

本土から遠 く離れた中部千卜b夕l島、温爾

古丹卜もの植物については資料がないので、

!ドハ遮北海道大学農学部附属植物障|のなflll文

I:郎、原秀雅、両先付:にお願い して下急参

考語を送っていただ き IA分に参考になった

ことは、 い まで もi朱くチき訪|している。

調査報告は毎 H書 いて大隊本部に提出 し

ていたので、文体が FJ誌風になっているが、

そのまま記載することに した。

1945年 (昭和19年)6月 23日、淡菜岬 と

大泊附近の海岸の植生

大泊附近 より淡菜岬の方が植物の種類 も

多く植イ|:は尋富である。

海岸の岸壁に尋富に群メ|:している植物は、

アカバナベ ンケイソウ、チシマキンバイ、

シヨタンハコベ、チシマニンジン、チシマ

コハマギク等である。岩上や岩の隙間の至

るところに生育 しているのは、アカバナベ

ンケイソウとチシマコハマギクが最 も豊富

である。この附近で卜Jについた本直物は、 イ

ワキキ ョウ、エゾコザクラ、 トモシリツウ、

キヨシソウ、チシマ タンポポ、マイヅルソ

ウ、ツマ トリツウ、倭性濯木類では、エゾ

ツツジ、 ガ ンコウランが見らオLる。

学地になっている斜面では、 ミヤマハタ

ザオ、キバナノコマ ノッメ、チシマイチゴ、

チシマアザ ミ、 ミヤマス ミレ、が群メモ:して

いる。 とくにキヨシソウが史盛 りで岩がri

くなるほどに群生 しているのは兄事で強 く

印象に残っている。

同年 6月 24日、淡菜岬 と大川流域附近の

植生

昨 H調 査 した地域 より淡菜岬を北 Lし て

見ることにする。昨 il日についた植物以外

の もの としては、イワヒゲ、ゴゼンタチバ

ナ、コケモモ、エゾコザ クラ、キバナノヨ

マ ノッズ、 ェ ソ
ド
ッッジがある。特に驚いた

のはニゾツツジの1巨径 lm位 の大株が兄事

に群生 していることであった。

大川に入り■流に向かって進む と、所々

に中州が出来ている。中州には、チシマ ク

モマグサ、 ミ ヤマハ タザオ、ジンヨウスイ

バ、 ダイモンジソウ、 ミヤマアカバナ、 ミ

ヤマガラシがある。珍 しい植4勿としては、

シロバナ ミヤマアカバナが所々に見られる。

また、チシマクモマグサの大株 (1成径約80cm)

が所々に兄られて、北,毎道ではとて も見る



ことの出来ない光景であった。

帰路、淡菜川の L流に出て見たが、この

あたりの植生には、あまり変化は見られな

かった。シロバナ ミヤマアカバナは、まだ

本邦については未報知と聞いているが未確

認である。

同年 6月 26日、幽仙湖畔の岸壁 と外輪山

の植生

待望の幽fJl湖にはじめて行 くことが出来

た。早朝本部を出発して大川を遡行 して行

く。400m地 点では水が無 くなり、所々にあ

る残雪を見ながら外輪山の il部に出る。外

輪山の斜面にもかなりの残雪が残っている。

先ず最初に日に入ったのは、キバナシャク

ナゲの大群落、エゾキンバイソウ、チシマ

フウロ、エゾコザクラ、イワヒゲ、エゾツ

ツジ、キバナノコマノッメ等で見事なお花

畠を形成 している。そのほかには、 ヒ メク

ワガタ、ツマ トリソウ、マイヅルソウ、ハ

イヤナギ、イワウメ、コメバッガザクラ、

チシマクモマグサ、イワブクロ、クロマメ

ノキ、オ トギリソウsp、チシマニンジン、

ミヤマダイコンソウ等が見られる。特にキ

バナシャクナゲの大株が紋般の紋様のよう

に開花 している姿は、北海道では比較の出

来ない見事さである。その他珍 しい植物で

は、 ミヤマダイコンソウの八重咲とシロバ

ナイワブクロの群牛二である。傾斜両下の湿

/f‐車原には、チングルマ、 ミ ネハ リイ、エ

ゾコザクラ、ヒオウギアヤメ、モウセンゴ

ケ等が群生 している。すこし高いところに

は、アオノッガザクラ、ヒメクワガタ、エ

ゾコザクラ、 ミヤマダイコンソウ、アキノ

キリンソウ、チシマニンジン等が見えた。

本国のコースは幽御1湖の下兄としてきた

ので時間もなく、外輪山の途中から引返す

ことにした。次の機会には一用 して充分に

調査 したいと思う。

同年 6月 28日、大泊岬、濁川方面の海岸

岩壁の植生

海岸岩壁の植物は共通種が多く、 ミヤマ

ダイコンソウ、チシマキンバイ、イワヒゲ、

エゾイヌナヅナ、 ミヤマハタザオ、エゾコ

ザクラ、ツマ トリソウ、 トモシリツウ、チ

シマニンジン、ハマエンドウ、チシマコハ

マギク竿が多く、崩壊地にはイワブクロの

大株が兄事に群生 している。その中には「1

花種 もたくさん見ることが出来て、かなり

の大株である。

ザi;路の途中に、ガンコウランのヒースに

なった大きな群落が見えた。

所々にヒメシャクナゲ、ムシトリスミレ、

ムカゴトラノオ、クロマメノキ、チングル

マが混′|:している。

本田のコースで注目したい本直物を見ると、

チシマワレモコウ、チシマイチゴ、 ミツバ

オウレン、ハクサンチ ドリ、ウヅラバハク

サンチ ドリ、ヨツバシオガマ、エゾツツジ、

ハマナス、 シロバナヒメクワガタ、 シヨタ

ンハコベ、ベニバナベンケイソウ、ヒメク

ワガタ、 ミヤマアカバナ、ハマエンドウ、

センダイハギ、キヨシソウ、 タカネスミレ、

チシマセンブ リ、カラマツソウspである。

シヨタンハコベ も北海道から見ると大形で

別名マルバシヨタンハコベと云われている

説もある。
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同年 7月 5日 、淡菜岬の植生

久 しぶ りに晴れる。(約 1週 間ほど霧のた

め調査中止)

調査のため岬の台地に行 く。気温 も暖か

くなってきたので、色 とりどりの花が咲 き

だ して美 しいお花畑 を形成 している。最 も

rlについた植物は、エゾコザ クラの群落、

アカバナベ ンケイソウ、ベニバナチシマイ

チゴ。F」花ではキヨシツウ、シヨタンハヨ

ベ、イワヒゲ、黄花では、チシマキンバイ、

ミヤマガラシ、タカネスミレ、タンポポsp、

その他は、チシマフウロ、 ヒ オウギアヤズ、

ダ1場には、チシマコハマギクが大 きな群落

をつ くっている。

本 11のコースでは じめて兄た植物は、 ト

リカブ ト2種 類、エゾハナワラビ、チシマ

クルマユ リ、タカネス ミレ、イワキキ ョウ

の大輪系等である。

同年 7月 9日 、黒石川上流 と赤石山の植

生

早朝から晴れて待マの黒石川を遡 11する。

所々の中州の本lt/在は、淡菜川大川 とも共通

している。チシマクモマグサ、 ミ ヤマアカ

バナ、 ジンヨウスイバ、ダイモンジソウ、

ミヤマハタザオ等が暇富に群生 している。

途中の岸壁には、キヨシソウ、エゾイヌナ

ヅナ、 ミ ヤマダイコンソウ、 ヒメクヮガタ、

エゾコザクラ等が日につ く。壁 ドの ところ

で ミズバショウを発見 したが、この調査で

は最後までこの地域以外では見られなかっ

た。大きな子渓を登 りきると高層湿原地帯

となる。このあた りは植生 も母宮で、 ヒメ

シャクナゲ、シユムシワタスゲ、モウセン

ゴケ、 ミネハ リイ、ムシ トリス ミレ、 ミネ

ヅオウ、エゾコザクラ、 ミヤマダイコンソ

ウ、チシマ トウチソウ、クロマメノキ等が

兄られる。

赤石山の尾根に出た頂 Lに近い1草地は、

いままで調査 した地域 とは多少変わってお

り、 ミヤマハンノキ、ハイマツが見えて、

群生の切れ 目には、チングルマ、 ヒメシャ

クナゲ、キバナシャクナゲ、 ミヤマ リン ド

ウ、エゾヨザクラが見える。項■附近の礫

地には、 ミヤマキンバ イ、 イワウメ、チシ

マセンブ リ、 ミ ヤマ リン ドウ、チシマアマ

ナ、 ミ ネズオウ、ジムカデ、チシマツガザ

クラ、ウラシマツツジ、チシマセキショウ、

キバナシオガマ、タカオカソウ、チシマキ

キョウ、エゾノハクサ ンイチゲ等が早富に

兄える。

本 田のコースでは じめて見た植物は、キ

バナシオガマ、タカオカソウ、チシマツガ

ザクラ、チシマアマナ、 ミヤマキンバ イで

あった。

同年 7月 16日、粂川の流域 と固頂山附近

の植生

早朝に出発 して粂川 (オホーツク海側)

には じめて行 く。粂川近 くになると、植生

も太平洋側 とは、かな りの変化が見られる。

大平洋側ではあまり見られなかった、エゾ

キンバイソウ、 ハ クサ ンチ ドリ、 ウ ヅラバ

ハクサンチ ドリ、 シ ロバナハクサンチ ドリ

が豊富に見られる。粂川近 くの台地では、

ガンコウランのヒースが見られ、 コ メバッ

ガザクラ、チシマツガザクラ、ジムカデ、

ウラシマツツジ、クロマメノキ、 ミ ヤマ リ
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ン ドウ、チシマセンブ 1)等があった。その

中に混 じってスズムシソウの ム種 を見出す。

濯木類の ミヤマハンノキ、ハイマツは大平

洋側か ら見てかな り倭性化 している。

粂川岬に出て食事をとり、その後その附

近を調べ ると、珍 しくアライトヒナゲシを

見tllした。そのほかには、チシマ クモマグ

サ、ジンヨウスイバ、 ミヤマハタザオ、夕
ヾ

イモンジソウ、 ミヤマアカバナ、チシマル

リソウ、 タカオカソウを見た。れナi!に出て

際1頂山に向かう。途中海岸の中原では、ウ

サギギク、シュムシュクワガタ、エゾコザ

クラ、ブ |)ムラ sp、チシマル リソウで、特

にHに ついた ものは、 シ ロバナノチシマル

リツウが混イ|:していた。

斜itl‐を金 り切って'こ根に出ると、北海道

では珍 事の部類に入るキバナアツモ リソウ

がかな りの数を兄ることが||1来た。

附近の事地には、エゾツツジ、ハクサ ン

イチゲ、チシマル リソウ、エゾキンバイソ

ウ、 ミ ヤマダイコンソウ、エゾノヨッバシ

オガマがあ り、金って傑地に出ると、チシ

マキキ ョウ、 ミヤマキンバ イ、ムカゴ トラ

ノオ、ムシ トリス ミレ、チシマセンブ リ、

タカネス ミレ、チシマセキショウ、チシマ

ニンジンがあ り、頂 111白:ドに出て岩場 を兄

ると、ヒメクモマグサ (ヒメシヨタンソウ)、

ウラジロキンバイ、チシマハナシノブ、チ

シマアサヅキ、ウル ップ ソウ、ォニ ク、 ノ

ヨギ リソウ sp、コウノソウ、ムシ トリス ミ

レを見た。ウルップソウは群落をつ くって

いるが、裸地以外ではあまり兄られない。

群落の中でシロバナウルップ ソウを兄出 し

たが、ウル ップソウより少 し小形で、ク張

子のユウバ リソウと形態がよく似ている。

群落のスケールの大きさに驚かされる。

帰路は粂川に出て海岸台地の崩壊地では、

チシマ クモマグサの群落があり、その中に、

シロバナウル ップ ソウが単独で群午iしてい

るのは注 ilに値するもの とフロ、った。

本田のコースで流 とJしたい植物 をあげる

と、キバナノアッモ リソウ、シロバナウル

ッブ ソウ、キバナシオガマ、アイザワソウ、

チシマハナシノブ、ブ リムラsp、 シロバナ

ハクサンチ ドリ、ウヅラバハクサ ンチ ドリ、

ヨツバシオガマ、 ヒ メクモマ グサ、ウラジ

ロキンバ イ、チシマハナシノブ、シュムシ

ュクワガタ、アライ トヒナゲシ件がある。

同年 7月 23日 幽 仙湖壁 と黒石山の外輪

山の高地の植生

午前 6時 に部隊本部を出発 して淡栄川を

遡 1とする。途中の 11流の流域には、チシマ

クモマグサ、エゾコザ クラ、 ミヤマダイコ

ンソウ、ジンヨウスイバ、 ミヤマハタザオ

件が夫 しく咲 き舌しれ群落を形成 している。

500 nl地点まで くると1田沢 となる。校 りき

って1事原に入ると、ハクサ ンイチゲ、エゾ

キンバイツウ、 ミ ヤマダイコンソウ、エゾ

コザ クラ、チシマニンジンが花ざか りで美

しい。エゾッッジの大株 も所々に点在 して

いる。

午前 9ロキすぎに外輪t11の'こ根に出る。11

時に584 nl地点に若 く。
LFIAい4士食をすませて

附近 を観察する。チシマル リツウ、イワブ

クロ、 ミ ヤマキンバイ、ウヅラバ⌒クサン

チ ドリがあ り、特にイワブ クロの大株には

驚いた。i成径が lm以 11もあって卜1安山の



頂 11まで群落をつ くって続いている。群落

がきオした頃から本ぽilに変化があり、 キ バナ

シオガマ、タカネトンボ、チシマル リソウ、

シロバナチシマル リソウ、シヨタンソウ、

シュムシュクワガタ、ムシトリスミレ、チ

シマアマナ、シロバナイワブクロが11につ

く。840 nliよri〕也にはイliイ攻21時にデ子き、 ittti中命|||

には 3時30ケ)、 i胡眺|||には 51時若く。 強イテ

午キ:で`沢のHに ついたのが 8H+3 0分であった。

本田のコースは L降以来の難コースで部

隊に若いたのはマ Hの ア
1■前 2時すぎであっ

た。 子|!隊で`は、 あ まりにもち古りが,Eいフ)で`

投索隊を出発させ る1立前であった。

温舟爾rf)1島では、やは りこの外申命山が本直

物の種類 として も串宮で珍 しい もの もかな

りあり、群落のスケール も同島内では最高

だ と思っている。

本 ilのコースでキ十をllすべ き植物 と珍 しい

植物を祀入すると、 ヒメクヮガタ、シロバ

ナヒメクワガタ、シロバナチシマセンブ 1)、

シロバナエゾコザクラ、シロバナチシマキ

キ ョウ、八五咲 ミヤマダイコンソウ、シロ

バナイワブクロ、シロバナチシマル リソウ、

クテヤマキンバ イであった。(図-2)
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図-2

幽仙湖・火H壁 より黒石岳を望む (S. 1 9 . 7 . 2 6 . H . Y )



同年 8月 10日 温 蘭古丹島

部隊に移動命令が くだる。いよいよ温爾

古丹島 との別れが近 くなった。美 しかった

お花畠 も季節が過 ぎて秋の気配がする。草

原にはまだ、チシマフウロ、チシマアザ ミ、

チシマセンブ リ、チシマ クルマユ リ、オニ

シモツケ等の花が日につ く。ガンコウラン、

コケモモ、クロミノウグイスカグラの実が

色づ き食べ頃 となってきたが、残念なが ら

採取は出来なかった。(図-3)

温爾古丹島の植物 日誌は本 11で終わるが、

■陸以来約 3週 間にわた り調査をしたが、

まだまだ不十分であるのが残合である。機

会があればこの北の楽園に再度訪れたい想

いを抱 きなが らこの稿 を終わる。

温而古丹島における注 日すべ き植物 とそ

の分布。採取地及び所見を (図-4)に よ

り記述する。
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図-3

大泊 より見る黒石岳 (S. 1 9 . 8 . 2 0 . H . Y )
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港ユ構古丹島のたii日すべき植物の分布と採集地一覧表

植  物   名

チ シ マ ク モ マ グ サ

シ ロバ ナ ノ ア カ バ ナ
(写真一C)

ム シ ト リ ス ミ レ

イ  ワ  ウ  メ

コ メ バ ッ ガ ザ ク ラ

イ  ワ  ブ  ク  ロ

ウズラバ^ク サンチ ドリ

ミ ヤ マ キ ン バ イ

タ テ ヤ マ キ ン バ イ

シロバナチシマル リソウ

タ カ  オ  カ  ソ  ウ

(写真一A)

シ ュ ム シ ュ ク ワ カ
Sタ

シロノヾナノエゾヒメクワガタ

エ ゾ ハ ナ ワ ラ ビ

キ バ ナ シ オ ガ マ

チ シ マ ハ ナ シ ノ ブ

ウ ラ ジ ロ キ ン バ イ

アライトヨモギ (写真―E)

ア ラ イ ト ヒ ナ ゲ シ

八五H文ミヤマダイコンソウ

キ バ ナ ア ツ モ リソ ウ

ウヅラバハクサンチ ドリ

チ シ  マ  ア  マ  ナ

分 布 と 採 集 地 及 び 所 見

全島いたるところで兄られる。各河の中州に群竹 しているのは、北

海道では兄られない光景で、 とくに幽仙湖の火日駐の外輪山が最 も

畢富であった。

ミヤマアカバナの一変種 と思われる。最初は大)||の中州で見たが、

分布域 も狭 く稀産種である。

数は多くないが所々に分布fしている。

最初は幽竹ll湖火ll壁ではじめて兄たが、海岸壁では児なかった。

イワウメと同 じく幽竹ll湖の人|1唯で兄たが、海岸駐には見なかった。

金島で)とることが出来た。山の傑地や海岸の崩壊地に大きな郡落を

つ くっている。

全島のi毎岸の中地のいたるところに生育 していて分布は広い。

最初はホ才
11山

連峰で発見 し、その後膜1頂山の傑地で兄たが、海岸台

地や岩壁では兄なかった。

隔離分布で】キi用すべ き村物で、本島では赤岩川 11流の一部で発兄し

たのみで他の地域では児なかった。北千島の幌廷島で採集 した③

幽仙湖の外輸山で児たのみで、他の地域で兄なかった。この島では

稀産橋である。

ムラサキ科の荷ri物でエゾル リソウより小形で中丈 8 cmほどの稀産種

である。本島では丹ヽイf川流域 と粂川の台地で見たのみである。

比較的に分布は広 く、山の申地や海岸上の台地に兄られる。

幽竹|1湖の外申命||1840m高地で兄たが、他の地域では兄なかった。稀産

植である。

淡来岬の台地■で兄たが、他の地域では兄なかった。

分布区城が狭 く粂川の海岸台地で児たのみである。

隈十項山の裸地で兄たが、他の地域では兄なかった。

分右f区域は狭 く園頂山の傑地で見たが、他の地域では兄なかった。

根茂附近で見たが海岸台地では兄なかった。

オホーツク海側の粂川のiHr「]の中州で見たが、他の地域では見なか

った。幌廷島では合島いたるところに白生 している。

幽T山湖の外輪山840m高 地で兄たが、他の地域では見なかった。

園項山のい:ドの中地で見たが、数的にす くなく、今島分布[X域は狭

/f・
島の海岸の台地i申原のいたるところに白生 している。

園項山の保地で兄たが、他の地域では兄なかった。
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